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薫る双葉 
学校だより 

４月日の入学式に新入生３３名を迎え、全校児童２５３名と３２名の教職員で、令和８年度の
スタートを切りました。教職員一同、明るく元気で素直な子供たちに囲まれ、双葉小学校で勤務
させていただくことを嬉しく思うと同時に、責任の重さを感じています。 
本年度は、「トリプルワーク（チームワーク、フットワーク、ネットワーク）」を、教育活動

のスローガンとしました。 
「組織の結束（チームワーク）」「迅速な対応（フットワーク）」「緊密な情報共有と外部連

携（ネットワーク）」のもと、教育活動を進めていきます。 
児童、保護者、教職員が、「チーム双葉小」を合い言葉に、信頼と協力のもと、よりよりよい

学校づくりを進めていきたいと考えています。ご理解の上、ご協力よろしくお願いします。 

HP でも学校の様子をご覧いただけます https://www.city.choshi.chiba.jp/edu/school/es -futaba/ 

～チームワーク・フットワーク・ネットワーク～  

☆学校の電話対応：原則午後５時まで☆    
 
時間外や休みの日に緊急で連絡を取りたい場

合は、４月７日付けまちコミ・メールでお知らせ

したとおり、市役所へご連絡願います。  

なお、至急の要件がある場合、午後５時以降で

も、学校から保護者の皆様へ連絡することがあ

ります。  

※スマートフォンの所持※ 
 
校舎の構造と危機管理の重要性

から、緊急時の際、迅速に連絡・

連携を図ることができるよう、教

職員は常時スマ－トフォンを所持

することとしていますので、ご理

解の程、お願いします。  

☆ 本年度の学校教育目標 ☆ 

「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」をもつ双葉の子の育成  

               ～  自らの手で未来を切り拓いていける子  ～  
 

☆ 学校だより「薫る双葉」の発行にあたり ☆ 
 
この学校だより「薫る双葉」は、保護者の方々に双葉小学校の教育活動をタイムリー

にお伝えすることで、「今、学校ではどのようなことが行われ、子供たちはどんな活動
をしているのだろう？」という素朴な疑問にお答えするとともに、ご家庭でのお子さん
とのコミュニケーション・ツールとして、学校の話題を提供する材料になればと考えて
います。コミュニーケーションの第一歩は「お互いを理解し合うこと」です。この「薫
る双葉」が、お子さんと保護者の方々、ご家庭と教職員との信頼関係を深める仲立ちと
なれることを目指して発行していきたいと思います。一年間、よろしくお願いします。 

【こんな児童をめざします】 
 
 ① 基礎・基本を身に付け、自ら学び、考え、判断し、表現できる子 
 ② 人とかかわる力を身に付け、思いやりの心をもち、自他の命を大切にする子 
 ③ 運動に親しみ、健康でたくましい子 

【家庭でのご協力をお願いします】  
 
①  学校の話題を語り合い、相互理解を深め、連携・協力して子供を育てる家庭  
②  努力することや最後までやり抜くことの大切さを伝え、実践させる家庭  
③  基本的な生活習慣や善悪の判断、社会のマナー等をしつけ、指導する家庭  
④  家庭内での役割や責任を与え、認めるなどして、自己肯定感を育てる家庭  

 

https://www.city.choshi.chiba.jp/edu/school/es-futaba/


☆ 学校からのお願い ☆ 

１ 基本的生活習慣の確立 

令和 7 年度（2025 年度）全国学力・学習状況調査の分析において、基本的生活習慣が学力 

と強いプラスの相関を示しており、朝食摂取、睡眠時間の確保、決まった時間の就寝が、高い 

正答率を支える基盤として分析されています。特に「朝食を毎日食べる」「毎日同じくらいの 

時間に寝る」習慣がある児童生徒の正答率が高い傾向にあります。 

 また、基本的生活習慣が確立している児童は、家庭学習の習慣（宿題、復習、読書）も身に

ついている傾向が強く、これらが複合的に学力にプラスの影響を与えています。 

  「朝食を食べる」や「決まった時間の就寝・起床などの生活リズムが整える」など、基本的

生活習慣の確立をお願いするとともに、併せて、家庭内での役割や責任を与え、認めるなどし

て、自己肯定感を育むようお願いします。 

 

２ 交通安全 

  まちコミ・メールにて、何度かお願いしているところですが、いまだに改善されないことか

ら、改めてのお願いです。 

  「自分だけは大丈夫だろう」ということはありえません。そして、事故は起きてからでは取

り返しがつきません。学校では「自分の命は自分で守る」という意識を高める指導をしていま

すが、ご家庭においても同様のご指導をしていただくことで、子供たちの危機管理意識が一層

高まります。その一つとして「横断歩道をわたる」などの交通ルールを守る指導を、お願いし

ます。 

  また、子供のロールモデルとなるのが大人の言動です。保護者の方も、交通ルールを守るこ

との大切さをお子さんに言動で伝えることをお願いします。 

  また、自家用車での送迎については、近隣住民の方の迷惑とならないようにお願いするとと

もに、道路交通法の遵守をお願いします。（交差点、横断歩道、道路の曲がり角から５ｍ以内

は、安全確保のため、短時間の停車も不可の駐停車禁止場所となります。） 

   

   

 

 

 


